
 
 

鳥インフルエンザ発生時の対応に備えた取り組みについて 

１ 今シーズンの高病原性鳥インフルエンザ発生状況(令和２年１月 20日現在) 

(1) 家きん：なし          ※韓国でも今シーズンは家きん・野鳥とも発生なし 

(2) 野 鳥：なし 

 

２  家きんで高病原性鳥インフルエンザが発生した場合の防疫措置 

(1) 防疫作業フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 県内市町等への協力要請 

・防疫作業への動員 

   ・消毒ポイント設置場所（主要道路）の調整 

   ・殺処分鶏等処分のための焼却施設の利用 

・周辺農場の発生状況確認検査、清浄性確認検査への立ち会い 

※上記、防疫対策に係る県と全市町等の協力協定の締結（平成29年３月31日） 

 

３ 発生に備えた取組（令和元年度の訓練・説明会等） 

 (1) 鳥インフルエンザ等防疫作業説明会(県職員作業登録者への作業内容・留意事項） 

実施日：10月23日（水）、場所：県民会館 11F パルテホール 

参加者：135名（防災局・農政環境部職員、本県の防疫作業登録者 等） 

※その他県民局等でも個別に実施 

(2) 鳥インフルエンザの発生に備えた防疫訓練（消毒ポイントの運営等の作業実習) 

実施日：11月27日（水）、場所：県立先端科学技術支援ｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ及び西播磨庁舎隣接地（屋外）  

参加者：114名（防災局・農政環境部職員、西播磨本部主要要員 等） 
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発生農場の消毒、移動制限継続、清浄性確認検査 

防疫措置(殺処分等)終了 21日後 移動制限解除 

〈防疫作業準備開始〉 

 ・市町への連絡 

 ・動員者の確保（自衛隊災

害派遣要請含む） 等 

 

 

〈防疫作業開始〉 

・殺処分、焼却処分 

・移動制限、搬出制限措置 

・消毒ポイントの設置 

・発生状況確認検査 

・農場消毒 等 
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